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松尾 豊

1993年 香川県立丸亀高校卒業

1997年 東京大学工学部電子情報工学科卒業

2002年 同大学院博士課程修了．博士（工学）

産業技術総合研究所 研究員

2005年 スタンフォード大学客員研究員

2007年 東京大学大学院工学系研究科 技術経営戦略学専攻 准教授

2014年 東京大学大学院工学系研究科 技術経営戦略学専攻 特任准教授

2019年 東京大学大学院工学系研究科 人工物工学研究センター／技術経営戦略学専攻 教授

2017年〜 日本ディープラーニング協会 理事長

2019年〜 ソフトバンクグループ株式会社 社外取締役、人工知能学会理事、情報処理学会理事

デジタル市場競争会議 構成員

2021年〜 新しい資本主義実現会議 有識者構成員

2023年〜 内閣府 AI戦略会議 座長

2024年〜 内閣府 AI制度研究会 座長
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DeepSeekの登場
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25年1月に中国の新興AI企業DeepSeekからオープンソースでOpenAI社のo1モデルと同等レベルの性能を持つ
DeepSeek-R1が発表された。DeepSeek-R1は数学、推論能力が高く、東大数学を解くこともできる

出典）東京大学 令和6(2024)年度第2次学力試験試験問題

▼DeepSeekにより東大入試の数学を解く様子
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DeepSeekにまつわる話題：社会的な影響
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出典）https://36kr.jp/329111/

DeepSeekに関して、技術的な側面だけでなく、世界中へインパクトを与えている。アプリダウンロード数は7日間でユーザ
ー数1億人を超える広がりをしている一方、各国リスクを懸念し利用制限を行う国、企業も存在する

▼アプリのダウンロード数状況 ▼各国でのDeepSeekに対する主な対応

対応

日本 政府での利用について注意喚起、またトヨタやソフトバ
ンクなどの企業では業務での利用を禁止している

米国 防総省、海軍、NASAなどの機関で利用について注
意喚起。
また利用を禁止するような法案の提出も行われている

イタリア 国内でのアプリのダウンロードを不可としている

韓国 2/18までに国内での新規アプリダウンロードを遮断す
る措置を実施

台湾 公的機関での利用を禁止

オーストラリア 政府職員に対して利用の禁止を指示

主に情報漏洩のリスクが指摘されている



©︎MATSUO LAB, THE UNIVERSITY OF TOKYO

Deep Researchの登場
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Deep Researchは、OpenAIが開発したAIエージェントであり、ユーザーが指定したトピックに基づいてインターネット上か
ら膨大な情報を自律的に収集・分析し、詳細なレポートを生成する能力を持っている

▼プロンプト「AIに関するイノベーションの促進とリスク対応について国際的な議論を調査して。」

※デモ動画は適宜高速化・編集したもの。

• 全体の調査時間は約10
分。

• 各国や国際機関ののレポ
ートを含む、合計35件の
情報にアクセス
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AI業績へのノーベル賞授与（1/2)
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2024年、ノーベル物理学賞がディープラーニング・ニューラルネットワーク分野で顕著な業績を挙げたヒントン氏とホップフィー
ルド氏に授与された。物理学などの科学へのAIの貢献が認められ、今後さらに活用が進んでいく見込み

• 1982年に提案された、人の脳の仕組みを模したニューラルネットワークの
一種で、人の記憶がネットワーク全体に分散して保存されているという「連
想記憶」の考え方に基づく

• ホップフィールドネットワークは、1980年代からのニューラルネットワークの研
究を加速させた。最適化モデルや連想メモリの基本的な理論への展開に
つながり、重要な位置を占める

• 現在のディープラーニングなどのアルゴリズムにも強く影響

ジェフリー・ヒントン
（トロント大学名誉教授）

ジョン・ホップフィールド
（プリンストン大学名誉教授）

• 2006年にジェフリー・ヒントンと
そのチームによって提案されたディープ
ラーニングモデルの一つ

• DBMの研究は、後のディープニューラル
ネットワーク（特に自己符号化器や畳み込み
ニューラルネットワーク）や生成モデル
（例: 深層生成モデル、変分オート
エンコーダなど）の開発に大きく影響し、
現在のAIに大きく貢献

出典）R. Salakhutdinov and G. E. Hinton, "Deep Boltzmann machines," in Proc. 12th Int. Conf. 
Artif. Intell. Stat., 2009, pp. 448-455. 

ディープボルツマンマシン
（Deep Boltzmann Machines, DBM）

ホップフィールドネットワーク
（Hopfield Network）
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AI業績へのノーベル賞授与（2/2)
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Google Deepmindのハサビス氏・ジャンパー氏がAIによる「タンパク質構造予測」でノーベル化学賞を受賞。3-40代とい
う受賞者の若さや業績の萌芽性に鑑みると、異例の速さと言える。AIによるアプローチへの期待の表れ

デミス・ハサビス（Google DeepMind CEO）、ジョン・ジャンパー（同ディレクター）

ハサビス氏 ジャンパー氏

• タンパク質の立体構造予測AI。2021年に論文公開とソースコードが公
開され、24年にはAlphaFold3が登場

• 現在公開されている2億以上のタンパク質の立体構造を推定し、データ
ベースとして公開。実験でこれらの構造を明らかにするには数十年を要す
ると考えられるが、AIによって1~2年で達成

• 自然界には存在しないタンパク質、人工タンパク質の立体構造も推定で
きるため、医薬品の設計ツールとしても期待

AlphaFold

出典）University of Wasington” Biochemist David Baker receives Nobel Prize”（2024年10月9日）、ChemStation「2024年ノーベル化学賞は、「タンパク質の計算による設計・構造予測」へ」（2024年10月9日）、
理化学研究所「2024年ノーベル化学賞について研究者のコメント」2024年10月17日、Alphafoldウェブサイト

※デイヴィッド・ベイカー(ワシントン大教授)も同時受賞
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生成AIの可能性：多数パラメータの科学（新しい科学のアプローチ)
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物理学での受賞だけならまだしも、化学でのAlphaFoldの受賞は、人間に理解可能なモデルで事象を説明してきた科学
の世界でも、AIによる多数パラメータのアプローチが有効であることを示唆。今後もうひとつの重要な科学のあり方になる

【さらに今後起こること】

• AIを用いる＝多数パラメータの統計処理
によって正解を導くという、いわば人間理
解を超える科学が台頭

• 人間理解を超えたもの（例：AIが発見
した分子構造を持つ化合物から作った薬
品）を信用して使う人が増える

• そもそも、「人が何かを『理解』するとはどう
いうことか？」という根本的な問題提起に
すらつながっていく

▼ AIの進歩が示唆する科学のあり方の変化

• 人間が理解可
能・説明可能

• 世界にある明快
な法則を発見

従来の
アプローチ

（理論や法則
の科学）

今後台頭する
アプローチ

（多数パラメ
ータの科学）

• 人間が必ずしも
理解できない

• 内部のアルゴリ
ズムでの動作が
ブラックボックス

• 人間の洞察によ
る理論立て

• 観察と実験で
妥当性・再現
性を立証する

• AIの学習と推
論による統計的
な処理

• 大量のデータで
モデルを構築・
調整する

• 少数であるほど
望ましい

• 人間が理解でき
る変数の挙動に
限りがある

• 多数であるほど
望ましい

• パラメータが増え
るほど推論性能
向上

モデルの作り方理解可能性 パラメータ数
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AI法案の閣議決定（2025年2月28日）
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政府は2月28日、「人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律案」（AI法案）を閣議決定。
国際指針に則り、 AIの開発促進と安全確保の両立を目指す、世界のモデルとなる制度の構築を推進している

出所) https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA253BZ0V20C25A2000000/
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おわりに

• AIの性能は急速に向上しており、今後もますます進展していく

- DeepSeekのインパクト

- DeepResearch

• AIは生活や働き方だけでなく科学のあり方自体を大きく変えるポテンシャルを秘める

- ノーベル賞受賞に象徴されるように、人間理解を超えた科学のアプローチが認められ、アカデミアにも大きく影響

- 機械の知能と人間の知能がグラデーションを持ったものに

- 学問領域のアップデート、我々の見方のアップデートが起こるのではないか

• エンジニアにとっては、AIを上手く使いながら、多様性・包摂性に優れた社会を自由にデザインしていけるよい時代が来る

10
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